
本　宮　市　長

普通徴収とする理由 人

  普通徴収の方がいる場合、下記の該当欄に人数を記入の上、該当する方の給与支払報告書 人

（個人別明細書）をこの仕切紙の後ろに取りまとめてください。
人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

◆記載されている内容に変更・誤りがございましたら、朱書きで訂正してください。

◆書類の送付先が所在地と異なる場合は、任意の様式にてお知らせください。

◆フリガナを必ず記入してください。

1 「給与支払者の個人番号又は法人番号」欄には、給与支払者の個人番号又は法人番号を

記載してください。

2 「受給者総数」欄には、１月１日現在において給与の支払いをする事業所からの給与の

支払いを受けている者の総人員を記載してください。

3 「本宮市への報告人員」欄には、本宮市における給与支払報告書（個人別明細書）を提出

している者の総人員を記載してください。

整 理 番 号
給与支払報告書（総括表）

※提出期限　　令和７年１月３１日（必着）

仕切紙兼普通徴収への切替理由書
　※ 指 定 番 号 ※

92001234

事業所名 株式会社　もとみや
令和　　　年　　　月　　　日提出

給与支払者の個人
番号又は法人番号

給 与 支 払 者 の
所 在 地

〒９６３－１１９２
事 業 種 目 製造業

福島県本宮市
　　本宮字万世２１２番地

受 給 者 総 数 62
本
宮
市
へ
の
報
告
人
員

④ 合 計
（ ① + ② + ③ ） 48

ａ

①特別徴収対象者 35

②普通徴収対象者
（ 退 職 者 ） 6

フ リ ガ ナ 　カブシキカイシャ　モトミヤ

退職者及び専従者を除く受給者総人数が２名以下
※受給者総人数には本宮市外の方も含みます。 特

別
徴
収
納
入
書

金融機関の納入サービス等を利
用するため、納入書を使用しない
事業所はチェックｂ 他の事業所で特別徴収されている者（乙欄もこちらに該当） 3

代 表 者 の
職 ・ 氏 名 本宮　市郎ｃ

給 与 支 払 者 の
名 称 又 は 氏 名 株式会社　もとみや

人数

②普通徴収対象者
（ 退 職 者 を 除 く ） 7

記号 普通徴収とする理由

給与が毎月支給されていない者 4 ☑ 納入書不要

ｄ 毎月の特別徴収税額が、支給額を超える見込みの者
電 話 番 号 ０２４３－２４－５３４５

◆ご確認ください
①特別徴収対象者
 →市県民税を給与から天引きする
    人数
②普通徴収対象者(退職者)
 →給与支払報告書提出時、 既退職
    者数
③普通徴収対象者(退職者を除く)
→普通徴収とする理由(a～f)に当て
　 はま る人数

ｅ 事業専従者（給与支払者が個人事業主の場合のみ該当）
連 絡 者 の 所 属 ・
氏 名 ・ 電 話 番 号

総務課 給与担当　本宮まゆみ

ｆ 退職者、休職者または令和7年5月31日までに退職予定の者 6
（内線　　１１２１　）

合計　 13
会 計 事 務 所
等 の 名 称

総括表記載上の注意点について

後ろに取りまとめる

普通徴収(退職者

含む)の給与支払

報告書(個人別明

細書)の提出枚数

と一致しているこ

とを確認してくだ

さい。

また、総括表報

告人員欄の「②普

通徴収対象者(退

職者)」、「③普

通徴収対象者(退

職者を除く)」の

切
り
離
し
て
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い

総括表記入例および注意事項
※塗りつぶし箇所は必須項目ですので、漏れなく記入してください。

●受給者総数
→ 他自治体を含めた従業員数を記入してください。

●本宮市への報告人数

→ 特別徴収対象者、普通徴収対象者の人数と合計人数を記入してください。

→仕切紙兼普通徴収への切替申請理由書（ピンク）へ人数を記載し、

総括表（青）の普通徴収の人数が一致しているか再度ご確認願います。

●特別徴収納入書
→ 納付書が必要ない事業所は「納入書不要」のチェックを入れてください。

●給与支払者の情報
→ 所在地、名称又は氏名、連絡先等を記入してください。●人数

→ 該当する項目に人数および合計人数を記入してください。

→ 普通徴収とする従業員については、

“普通徴収とする理由”または“記号（ａ～ｆ）”を給与支払報告書

（個人別明細書）の「摘要欄」へ必ず記入してください。

※仕切紙がない場合は、特別徴収の対象となりますのでご注意ください。

普通徴収の方がいる場合は、必ずこの仕切紙により徴収区分ごとに

分類していただきますようお願いします。


